
部支 紹 介

　愛媛大学医学部卒業の関東在住の医師は約400名
になりました。この度、年一度の愛媛大学医学部同窓
会、第15回東日本支部総会が平成29年１月28日、15
期生の幹事のもと、アルカディア市ヶ谷（東京）で開催
されました。
　愛媛大学医学部同窓会高田会長（３期生）から母校
愛媛大学医学部の近況を詳細に報告頂きました。そ
して、愛媛大学医学部から初の国会議員になられた熊
野参議院議員（12期生）より、国会活動の近況を報告頂き、また厚生省の関係の部会にも所属されるとのことで、今
後の活躍がたいへん楽しみです。さらに最後には、第15回総会の主役である15期生の秋山教授（川崎医療福祉大学 
医療福祉マネジメント学部長・教授）から、医療情報システムの展開の講演を頂きました。愛媛大学医学部の卒業
生が色々な分野で活躍していることを改めて実感し、また、先輩や後輩との再会のひと時を楽しめました。
　来年は第16回総会を行います。16期生の皆さん、宜しくお願い致します。

（文責　酒向正春）　

　皆さんお元気ですか。今年も愛媛大学医学部九州
支部同窓会を７月22日ホテル日航福岡にて行いまし
た。昨年の４月14日と16日に熊本と大分で震度７の
地震が発生し、今年は九州北部豪雨があり、福岡県
朝倉市から大分県にかけ多大な被害がありました。
それでも、15名の出席があり、１期生から21期生ま
で福岡県を始め大分、山口、長崎、熊本より参加し
ていただきました。（残念ながら鹿児島在住の教官を
しておられました佐野先生は都合により欠席）
　今回の講演は、『外科の毀誉褒貶（きよほうへん）卒後38年　思い出に残る症例を振り返って』の演題で高橋広先
生（１期生）にお願いしました。第二外科木村教授時代やご自身執刀の手術内容を説明していただき、繊細な先生
の手術手技や患者さんのその後の経過など、外科医としての心構えが基盤にあり、技術習得の基礎がしっかり感
じられる内容でした。現在は福岡市内の甲状腺専門の病院に勤務され、同窓会の親分的存在であります。
　さらに野口病院院長に村上司先生（４期生）が院長就任されたとのことでした。
　その後、写真撮影、懇親会となり近況報告も交えながら無事同窓会は終了し、ホテル内で二次会を行い来年の
再会を誓いました。
　次回は平成30年７月28日（場所　ホテル日航福岡）を予定しております。
　九州在住や九州に赴任された先生がおられましたら一人でも多く出席していただけるようご理解ご協力お願い
します（山口や沖縄も含む）。当事務局で九州在住を把握してます129名に葉書を出しましたが返事が43しかあり
ませんでした。近況報告でもよろしいですから、小生か事務局の澄井先生まで連絡いただければ幸いです。
　愛大の各医局の先生で九州出身の方の参加も歓迎します。また研修医で九州勤務の方も参加よろしくお願いします。
　＜事務局＞　すみい婦人科クリニック　澄井　敬成（８期生）sumiic@k9.dion.ne.jp
　　　　　　　　　　　　　九州支部長　角　　典洋（２期生）sumi-clinic@mx2.tiki.ne.jp

第15回愛媛大学医学部同窓会東日本支部総会 報告

　愛媛大学医学部中国地区支部は、２年に一度広島
と岡山が交互に総会を開催しております。今回は広
島の担当で、平成29年５月27日（土）にホテルグラン
ヴィア広島で開催いたしました。今回は愛媛大学医
学部臨床腫瘍学教授の薬師神芳洋教授（10期卒）をお
招きし、「がんの治療と愛媛大学の今昔」と題して特
別講演をしていただきました。先生が特に取り組ま
れている悪性リンパ腫の治療を中心に抗がん剤や分
子標的治療薬の歴史的変遷から、患者さんの看取りに対する心構えまで幅広くお話しいただき、参加者全員の心
に残るお話でした。後半は卒業年度ごとに近況報告をしていただき、和気あいあいの楽しい会となりました。今
回は先生の同級生や、現在先生が野球部の顧問をされている野球部のOBを中心に41名の参加をいただき、盛会
の内に執り行うことができました。総会終了後は皆さん２次会、３次会と流れて親交を温めていただくことがで
きたと思います。
　また２年後にはさらにたくさんの方のご参加をお待ちしております。

（文責　西垣内啓二）　

第8回愛媛大学医学部同窓会中国支部総会 報告

第14回愛媛大学医学部同窓会九州支部総会 報告
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